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Ⅰ．名称：                                 

条例の名称は、下記のとおりとします。 

 

▼ 八尾市芸術文化基本条例 

 

Ⅱ．前文：                               

条例の条項の前には、制定の背景・理由、目指すべき姿などについて述べた前文

を置くこととします。 

 

 

芸術文化は、人々の創造性を育み、表現力を高めるものである。芸術文化を

通じて、多様な視点や異なる価値観に触れることで、人と人の心のつながりを

大切にし、多様性を受け入れることができる心豊かな社会を形成することがで

きる。 

八尾市は、大和川や信貴・生駒の山々など四季折々の豊かな表情を魅せる自

然に囲まれ、古くからの貴重な歴史文化遺産が数多く残り、地勢にも恵まれた

中で、ものづくりのまちとして大きな発展を遂げてきた。芸術文化においても、

八尾を発祥の地とする河内音頭や、河内木綿の藍染文様や柄をはじめ、人々の

生活の中で培われた文化が芸術的な要素を得て伝統文化として発展し、今日で

も新たな流れを創り出している。 

八尾市の芸術文化の振興にあたっては、八尾市文化会館が、中心的な役割を

果たしている一方で、市民による多様な芸術文化活動も展開されてきている。 

私たちは、このような歴史や経過を大切にしながら、市内のさまざまな拠点

で展開される芸術文化に関する取り組みにより、芸術文化の鑑賞、参加、創造

を通じたつながりや広がりを進めていくことで、人が育ち、人と人との交流が

活性化され、芸術文化と他分野との連携や八尾の魅力の発信も促進されていく、

「芸術文化による八尾ならではの創造と交流の基盤」が形成されていくことを

願い、この条例を制定する。 

前文（案） 



2 

 

〔考え方〕 

これまで、八尾市の芸術文化行政においては、市民が芸術文化に触れる機会が少

ないという課題を解決するため、その機会の拡充に取り組むことが求められてい

ました。しかし、文化会館での鑑賞機会の提供をはじめ、機会拡充の取り組みを推

進した結果、現在では、子どもたちをはじめ、市民が芸術文化に触れる機会は多く

確保される状況となりました。 

一方で、八尾市には、文化会館やコミュニティセンターをはじめ、芸術文化活動

の拠点となる場所が多く存在し、それぞれの場所で様々な活動が展開されていま

すが、それらの動きが八尾市全体としての動きにはつながっていないという課題

があります。 

これらのことから、今後は、これまでの個々の鑑賞や活動に軸足を置いた展開か

ら、つながりやひろがりに軸足を置いた展開が大切です。市内のさまざまな拠点で

展開される芸術文化に関する施策を通じて、人が育ち、人と人との交流が進むとと

もに、芸術文化と他分野との連携による取り組みや八尾の魅力の発信につながる

取り組みが広がるなど、「芸術文化による八尾ならではの創造と交流の基盤」の形

成を進めていく必要があります。この基盤の形成主体は、文化会館やコミュニティ

センターをはじめ、芸術文化活動の拠点となる場所や、そのような場所で芸術文化

活動を行う団体等です。 

「芸術文化による八尾ならではの創造と交流の基盤」の形成に向けて、芸術文化

に関する施策を推進していくにあたり、さまざまな主体が共有する基本的な考え

方として「八尾市芸術文化基本条例」を制定することとします。 
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Ⅲ．目的：                                

芸術文化に関する施策についての基本理念と方向性を示すことで、下記の①か

ら③までを実現することを条例の目的として規定するものとします。 

① 活力に溢れ、生き生きと働き、暮らし、活動する「人をつくる」 

② つながりと優しさのある「社会をつくる」 

③ 個性豊かで活力のある「まちをつくる」 

 

〔考え方〕 

本市が芸術文化に関する施策の推進によりめざすのは、基本理念の項において

後述する「芸術文化による八尾ならではの創造と交流の基盤の形成」が達成・維持

された状態です。芸術文化を通じて「人をつくる」「社会をつくる」「まちをつくる」

という３つの要素が相乗的な効果をもたらしながら進展することで、芸術文化の

力により、八尾市全体の活性化につながっていくことが期待されます。 

 

Ⅳ．定義：                                

条例で定めるべき用語の定義については、下記のとおり規定するものとしま

す。 

 

▼ 芸術文化 

本条例における芸術文化とは、「文化芸術基本法（平成 13 年法律第 148

号）が対象とする芸術、メディア芸術、伝統芸能、芸能、生活文化、国民娯楽

及び出版物等とし、芸術には芸術的評価を伴うスポーツを含めるものとする」

とします。 

 

▼ 市民 

本条例における市民とは、「市内に居住し、通学し、若しくは通勤し、又は市

内において芸術文化活動を行うもの」とします。 

▼ 事業者 

本条例における事業者とは、「市内で事業活動を行うもの」とします。 
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〔考え方〕 

芸術文化の定義については、文化芸術基本法において、文化芸術の対象のうち文

化財等を除く範囲を定義のベースとしながら、芸術については、市民活動の状況等

を踏まえて、芸術的評価を伴うスポーツを含めることを明文化します。 

 

Ⅴ．基本理念：                               

「芸術文化による八尾ならではの創造と交流の基盤」の形成に向けて、下記の

①から⑦までを基本理念として規定します。 

① 子どもたちの生きる力、日々の生活での前向きで豊かな心を育むこと 

② 市民一人ひとりの自己形成や教養形成につながること 

③ 多様な価値観が尊重されること 

④ 新たな交流が生まれ、地域のつながりやコミュニティが強化されること 

⑤ 社会的包摂が実現され、共生社会が構築されること 

⑥ まちの魅力の発掘を通じて市民の誇りが生まれ、市内外へ発信されること 

⑦ 産業や観光などの他分野との連携により、まちが活性化されること 

 

〔考え方〕 

本市が芸術文化に関する施策の推進によりめざすのは、「芸術文化による八尾な

らではの創造と交流の基盤の形成」が達成・維持された状態であり、そこへ向けて

①～⑦の基本理念を意識しながら各種取り組みを進めていきます。 
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Ⅵ．各主体の役割：                               

条例の目的を達成するため、各主体の役割を下記のとおり規定するものとしま

す。 

 

▼ 市の役割 

市は、基本理念に則り、芸術文化に関する施策を総合的かつ計画的に実施

し、「芸術文化による八尾ならではの創造と交流の基盤」の形成に努めるものと

規定します。また、市は、教育機関に対しては、子どもや若者たちが芸術文化

に触れる機会や、活動の成果が発表できる場を設けるよう努めることについ

て、事業者に対しては、主体的に芸術文化を発展させる役割を担うよう努める

こと、及び事業活動を通じて、市民等の芸術文化活動を支援する役割を果たす

よう努めることについて、市民に対しては、主体的に芸術文化に関わり、市や

教育機関、事業者、他の市民との交流及び理解を深め、芸術文化の発展に寄与

する役割を担うよう努めることについて、それぞれ、理解を求めるものとす

る。 

 

〔考え方〕 

市の役割としては、基本理念に基づき、芸術文化に関する施策を総合的かつ計画

的に実施するほか、「芸術文化による八尾ならではの創造と交流の基盤の形成」が

条例の目的達成に不可欠という考え方から、この基盤の形成を進めていくことを

担います。 

また、市は、教育機関に対しては、小・中学生や高校生が日々の授業や、部活動

などを通じて、芸術文化に触れる機会や、活動の成果が発表できる機会を設けるよ

う努めることについて理解を求めます。 

同じく、事業者に対しては、従業員の福利厚生活動の一環としての芸術文化の活

用や、メセナ活動はもちろんのこと、例えば、工場見学を通じたものづくり文化の

啓発や、製品やその包装に芸術文化の要素を取り入れるなど、事業者それぞれが、

自身の事業活動を通じて芸術文化活動を支援する役割を果たすよう努めることに
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ついて理解を求めます。 

加えて、市民に対しては、個人個人の自由な意思を前提に、自主的かつ主体的な

芸術文化活動を行うとともに、他の市民や役割主体とも交流や相互理解を深め、芸

術文化を発展させる役割を担うよう努めることに理解を求めるものとします。 

 

Ⅶ．取り組む内容：                               

「芸術文化による八尾ならではの創造と交流の基盤」の形成に向けて、基本理念

を踏まえて、下記の①から⑦までを取り組む内容として規定するものとします。 

① 芸術文化による八尾ならではの創造と交流の基盤の環境整備 

② 芸術文化につながる機会の提供 

③ 芸術文化を深く味わう機会の提供 

④ 芸術文化活動の支援 

⑤ 芸術文化による子どもたちの育み 

⑥ 芸術文化による地域の活性化 

⑦ 芸術文化による八尾の魅力発信 

 

〔考え方〕 

具体的な取り組み内容として、本条例の根幹でもある「芸術文化による八尾な

らではの創造と交流の基盤の形成」に向けた環境整備を推進します。次に、芸術

文化に繋がる機会の提供、深く味わう機会の提供、活動の支援といった芸術文化

の本質的価値の醸成のための取り組みを行います。また、芸術文化を活かした社

会的・経済的価値を創出していくため、子どもたちの育み、地域の活性化、八尾

の魅力発信に関する取り組みを行います。 

なお、今後策定する基本計画では、これらの取り組み内容をベースとして、よ

り具体的な内容を記載していきます。 

 

  



7 

 

Ⅷ．推進体制：                               

「芸術文化による八尾ならではの創造と交流の基盤」を推進していくために、市

民、事業者、教育機関等により構成する推進会議を設けることを規定するものとし

ます。 

 

〔考え方〕 

推進会議は、「芸術文化による八尾ならではの創造と交流の基盤」において、市

や文化会館をはじめ、根幹となる形成主体で構成します。 

 

Ⅸ．基本計画の策定：                               

芸術文化に関する施策を総合的かつ計画的に推進するための芸術文化基本計画

について規定するものとします。基本計画の策定、変更にあたっては、市民意見の

反映及び審議会への意見聴取が必要と規定するものとします。 

 

〔考え方〕 

現行の第 2 次八尾市芸術文化振興プランの後継計画として、芸術文化基本計画

を令和４年度から進めていきます。 

 

Ⅹ．審議会：                               

市長の諮問に応じ、基本計画の策定及び変更、その他計画の推進に関する重要事

項を調査審議するために八尾市芸術文化振興審議会を設置することを規定するも

のとします。 

 

〔考え方〕 

現在、八尾市芸術文化振興審議会は、執行機関の附属機関に関する条例（昭和

34 年八尾市条例第 195 号）に規定されていますが、審議会の設置根拠を本条例

に移すとともに、基本計画に関し、市長の諮問を受けて調査審議及び答申を行うこ

とを基本的な役割とすることとします。なお、詳細は規則で定めることとします。 


